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会
員
の
皆
様
、新
年
あ
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。昨

年
は
当
会
の
事
業
を
滞
り
な
く
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と

会
員
の
皆
様
の
ご
尽
力
と
ご
協
力

の
賜
物
と
深
く
感
謝
、御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

鶴
見
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で

は
、本
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い

て
、過
日
の
区
老
連
総
会
で
提
案

し
ま
し
た
通
り
で
す
。我
が
国
は

超
高
齢
社
会
を
迎
え
、総
人
口
に

占
め
る
高
齢
者
の
割
合
が
急
増
す

る
中
、高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
健
康
に
生
き
が
い
を
持
っ
て

生
活
す
る
た
め
に
は
老
人
会
の
活

動
に
参
加
す
る
こ
と
が
不
可
欠
と

思
い
ま
す
。そ
の
中
で
、老
人
ク
ラ

ブ
の
入
会
者
が
減
少
し
、歯
止
め

が
か
か
ら
な
い
状
態
で
す
。な
ぜ

で
し
ょ
う
か
。理
由
は
色
々
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、「
老
人
ク
ラ
ブ
に

魅
力
を
感
じ
ら
れ
な
い
か
ら
」の

声
が
多
く
あ
り
ま
す
。「
魅
力
」と

は「
人
の
心
を
引
き
付
け
夢
中
に

さ
せ
る
力
」を
意
味
す
る
そ
う
で

す
。

　

令
和
４
年
度
に
横
浜
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
が
策
定
し
た「
市
老

連
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
会
員

加
入
促
進
・
会
員
減
少
防
止
の

取
り
組
み
）を
設
定
し
て
体
制
の

強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。鶴
見
区

老
連
と
し
て
の
対
応
は
、「
魅
力

あ
る
活
動
の
紹
介
」で
す
。こ
れ
か

ら
も
、持
続
可
能
な
運
営
を
目
指

し
て
、地
域
の
方
々
と
の
連
携
を

密
に
し
、ま
た
新
し
い
活
動
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
が
ら
、こ
れ
か

ら
も
会
員
の
皆
様
と
共
に
活
動
を

続
け
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

鶴
見
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
　
日
向
　
邦
夫

　続いて健康寿命の延伸について、健康寿命は
平均寿命に比べ男性で約9年、女性では約12年短
くなっている状況にあります。健康状態からフレ
イル状態となる原因として「身体的要因」「心理的
要因」「社会・環境要因」があります。身体的要因
の特徴は、筋力の低下、歩行能力の低下、咀嚼力
の低下など。心理的要因の特徴は、うつ傾向、趣
味がない、主観的な幸福感が低いなど。社会・環
境要因の特徴は、親しい友人がいない、社会的役
割が少ない、社会的接触がない、友人・親族との
交流が少ないなど。これらの要因を予防していく
ことが健康寿命の延伸につながると言われてい
ます。是非、老人クラブの活動を通じて健康寿命
を延ばし、楽しい活動を展開していきましょうと
の有意義な講義がありました。最後に小室副会長
より終演挨拶があり、閉会となりました。　

（編集委員　石田　英雄）

金子晴由氏

私たちは鶴見区老人クラブ連合会の活動を応援しています
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。皆
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、輝
か
し
い
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

鶴
見
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、地

域
の
高
齢
者
福
祉
、地
域
づ
く
り

に
貢
献
い
た
だ
い
て
お
り
、心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
5
類
に
移
行
し
、様
々

な
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
が
再
開
さ

れ
ま
し
た
。参
加
さ
れ
て
い
る
皆

さ
ま
の
笑
顔
を
拝
見
す
る
と
、人

と
人
と
の
つ
な
が
り
が
皆
さ
ま
の

元
気
の
源
だ
と
感
じ
る
と
と
も

に
、老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ま
方
の

活
動
が
、高
齢
者
の
健
や
か
な
暮

ら
し
を
支
え
る
う
え
で
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
力
強
い
活
動
で
あ

る
こ
と
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、老
人
ク
ラ
ブ
で
取
組
ん

で
い
る
友
愛
活
動
な
ど「
地
域
を

豊
か
に
す
る
社
会
活
動
」は
、日

頃
か
ら
地
域
の
方
同
士
が「
顔
の

見
え
る
関
係
」を
築
く
こ
と
に
つ

な
が
っ
て
お
り
、防
災
な
ど
い
ざ

と
い
う
と
き
の
助
け
合
い
に
も

大
き
く
寄
与
し
て
い
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
1
年
も
、皆
さ
ま
が
培
っ

て
こ
ら
れ
た
知
識
や
経
験
を
生
か

し
、様
々
な
社
会
活
動
や
交
流
を

通
し
て
、元
気
に
過
ご
さ
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、区
役
所
も
一
丸
と

な
っ
て
皆
さ
ま
の
暮
ら
し
を
守
り

な
が
ら
、誰
も
が
自
分
ら
し
さ
を

発
揮
し
、安
心
で
、明
る
く
元
気
に

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る「
い
つ
ま

で
も
住
み
続
け
た
い
ま
ち
鶴
見
」

を
目
指
し
、よ
り
一
層
の
取
組
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　師走も半ばの12月14日㈭鶴見公会堂において「令和5
年度会長研修会が開催されました。日向鶴見区老連会長
の挨拶の後、横浜市老連前事務局次長の金子晴由氏から

「会長など担い手が楽しく運営できる組織づくり＆健康
寿命の延伸」と題して、講義が行われました。まず老人ク
ラブを楽しく運営するための組織づくりについて、「老人
クラブに参加するメリット」「組織運営において会長など
が頑張って楽しく運営できるようにするために」「楽しい
組織にするための方法」などの紹介がありました。
　一方、会長など担い手のなり手がいない理由としては、

「負担感が大きい」「責任が重い」「事務作業が面倒」「会
長など役員の仕事をみているとすごく大変そうだ」など
マイナスのイメージで捉えられていることが大きな要因
だと思われます。このマイナスイメージを払拭するため

には、コミュニケーションを密にすることにより会員みん
なで会の運営を考えていくこと、仕事を分担し会長など
特定の人への負担を軽減することの必要性などがあげ
られました。また、会員が望む活動を展開していくことが
みんなの喜びにつながっていきます。そのためには、単
位クラブだけでは活動の範囲が限られてしまうことから
周辺のクラブと連携することや活動ごとに責任者を決め
て活動の内容を広げていくなどの工夫が必要であると
の話しがありました。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

鶴
見
区
長  

渋
谷
　
治
雄

会長研修会開催される

日向会長

私たちは鶴見区老人クラブ連合会の活動を応援しています
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　鶴見区老連の4つの部会「総務部会・女性部会・文化活動部会・健康づくり部会」
において、各副部会長職が空席でしたが、令和5年10月6日の地区老連会長連絡協
議会に於いて区老連の発展と若返りを図る意味から、4つの部会に新たな副部会
長の就任発表がありました。新たに就任されます4名には区老連日向会長より委嘱
状が授与され、期待と祝福の言葉が新任の副部会長に送られました。彼らのリーダ
ーシップと活躍によって、鶴見区老連の未来が輝き、コミュニティへの貢献が一層
高まることが期待されます。　　　　　　　　（文 / 区老連副会長　桑島　昭雄）

鶴見区老連
新任副部会長
就任報告

　今年度も日帰りバス研修会や映画上映会はとても評
判が良かった。今後も続けてほしいとの要望があったの
で継続していきたいと思います。
　私達女性委員の仕事は頑張る人の応援団になって一
緒に進むこと、少しでも地域の活性化に携わっていきた
いと思います。そして見えない襷を見える襷にしたいと
思っております。　　　　　　（女性委員　流石　悦子）

（敬称略）

鈴木　利彦
（市場地区）

総務副部会長

小幡　光男
（下末吉地区）

文化活動副部会長

高橋　豊子
（市場地区）

女性副部会長

小山　英雄
（駒岡地区）

健康づくり副部会長
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　去る、5月25日関内ホールにおいて、かがやきクラブ横
浜による合同開講式に始まり、5月30日鶴寿荘で鶴見区
老連のシニア大学開講式と講座をスタートしました。
　横浜市老連の共通7講座、区老連自主2講座を実施し、
7月25日閉講式を終えました。受講者24名、皆勤者10名、
修了証（9講座中6講座以上受講）21名でした。
　男性6名、女性18名、シニア大学を過去に受講してい
る方は、6名おりました。又、24名中老人クラブ加入者は、
17名、未加入者は7名でした。運営委員により受講者に
感想を聞いたところ、共通講座のSDGs基礎知識は、難し

いと思っていましたが、講師の方が時間の半分をスマ
ホ・ネットのリスクについて、ていねいに解説してくださ
ったのが良かったとの意見が多く聞かれました。
　その他、クーリング・オフ、遺言、相続等々が新しく
盛り込まれ、資料も解り易く、講座全体が大変有意義
であったとの意見が多く聞かれました。
　受講者が各地区、各クラブに戻ってシニア大学の内容
を、お知り合い、友達にお話していただきたいと思いま
す。それが老人クラブ会員増強の一助になればと思いま
す。来年度シニア大学にぜひご参加をお願いします。

（横浜シニア大学運営委員会委員長　高橋　健次）

　10月11・12日の二日間に開催された研修会は104名
の女性委員参加者が、情報周知・引継ぎを通したリーダ
ーとしての職務などの身近な役割についてのブレーンス
トーミングを実施致しました。結果「一人でも多くの方に
参加して頂けるような行事はないか？」「役員になると用
事が多く負担だ」「何をするのかわからない」、活動とし

ては手芸、カラオケ、食事会、輪投げ、グラウンド・ゴル
フ、ストレッチ体操などいろいろと活動していますが女
性委員としての仕組みがわからない、引き継ぎがなく名
前だけの委員なので、どうしたら良いか途方に暮れるだ
け等々、本人たちの悩みもあった。かかわりのない人も
手伝えるような仕組みを作って欲しい。

女性リーダー研修会

令和5年度
横浜シニア大学閉講式を終えて
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　7月19日㈬に馬場地区ケアプラザで認知症サポータ
ー養成講座を開催しました。
　馬場地域ケアプラザは交通アクセスが悪いということ
で、当初の参加予定者は20名前後でしたが、地元老人
クラブのご尽力により、5クラブで会員34名、一般6名で
合計40名の方がこの講座に参加していただきました。
特に、今迄一般の方が参加された講座では、昨年6月以

降、駒岡地区1名でしたので、今回の6名という数字は画
期的でした。現在区老連がかかえている会員数の減少
の課題に歯止めをかけ、今回の講座を通して新規会員
を増やす大きなチャンスにつなげて行ければと考えて
おります。
　令和５年度は、地域密着型で活動し、区内における9
ケ所の地域ケアプラザと連携し、講座を開催することが
出来ました。
　今後の目標は、会員の方だけでなく、一般の方にもこ
の講座に多数参加してサポーターになっていただくこ
とです。　 　　（健康づくり委員会委員長　小山　英雄）

令和 5年度　第 2回寺尾第二地区

認知症サポーター養成講座を終えて

新任単位クラブ会長 研修会開催される
ブの存在意義と魅力を作り出し、如何に会員増強に
取り組むか。会員増強は老人クラブの永遠の課題で
す」と強調されました。
　続いて小室副会長から区老連の組織、会長として
の心構えについての説明がありました。
老人クラブの目的は、高齢者が住み慣れた地域で
仲間づくりや健康づくり、地域づくりや社会づくりを
進め、元気で明るい地域社会の創造が老人クラブの
活動を推進します。とりわけ、老人クラブ存続のため
には、会員増強＝若手会員の加入が必須です。
　活動としては、一人暮らしの安否確認、新しい仲間づくり、文化（短歌・俳句・習字等）、健康（ラジオ体操・ノル
ディックウォーキング等）、奉仕（公園の清掃等）の活動が中心です。
　新会長みなさまのご健康とご活躍を期待しております。と結ばれました。
　その後、新任会長の自己紹介および「新会長になっての思い」の発表があり終了しました。

（編集委員　石田　英雄）
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　老人クラブは「健康」「友愛」「奉仕」の活動に取り組ん
できました。過去3年間コロナ禍にあり、散々に脅かされ
外出、会合、運動会全てが控えめでした。中でも友愛活
動は同じ世代を生きてきた者同士の心と心のつながり
を基にした活動であります。コロナ禍の規制緩和に伴
い、友愛活動の勉強会については、試行錯誤の繰り返し
の末、「ブレーンストーミング」（自由に発言するという意
味）で行いました。各クラブから1名の参加を依頼し、遠
慮の無い発言の場所を設けました。今回は事前に拡大
委員会等でのリハーサルを行い、各班長に理解を深め

ていく勉強会にしました。過去には委員会は一方的に話
をし、伝える場だった様に思います。心と心をつなぐ友
愛活動は、新しい勉強会を機に心の通いあう、キャッチ
ボールで、成功を収めたいと考えます。

（友愛活動委員会委員長　斎藤　年江）

　友愛活動に際して、最も大切な私のモットーは、
高齢者同士が対等の友人として信頼関係を築くこ
とだと思っております。そこで「してあげる」ではなく

「共に生きる仲間として支えあう」私はこの気持ち
を大切にと思っております。この思いに基づいて無
理せず一つ一つ腰を据えて参りたいと思います。人
生100年の長寿社会においては夢中で遊ぶ、それは
人生を豊かにしてくれます。一生懸命自分らしく。
よろしくお願い申し上げます。

友愛活動勉強会について

友愛活動委員長に
就任して

友愛活動委員長
斎藤　年江

　8月10日㈭区老連会議室で開催されました。
新任会長14名。出席者は男性9名、女性4名。
欠席1名。
　川本事務局長の司会で、区老連役員の紹介が
あり、日向会長の挨拶「高齢者人口は増加してい
るのに、老人クラブの会員数は漸減の傾向です。
健康・友愛・奉仕の三大目標を前提に老人クラ

新任単位クラブ会長 研修会開催される
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　コロナ禍の影響で、皆さまと暫く
お会いできなかった中、令和5年11
月17日㈮、鶴見公会堂での開催が
ようやく実現しました。このイベン
トでは、各地区代表の女性委員た
ちが着物から「ムササビコート」を
製作・披露しました。
　参加者たちは思い出の着物を丁
寧にほどき、その生地を使って自分
らしいコートに仕立てました。この
プロセスは、個性豊かなコートを
生み出すことだけでなく、大切な思
い出や伝統の価値を再評価する機
会ともなりました。
　特筆すべきは、コロナ禍で外出
が難しい状況下で、母親が着てい
た大島紬の着物をほどいて、新し
いコートに仕立て直したり、江戸褄
をロングドレスに再仕立てし、婚礼
に出席した時のことを思い出しな
がら舞台に立てたことに、製作者た
ちは着物や伝統の力強さ、そして
母から娘へと受け継がれたことを
喜んでおられました。
　今後も女性委員会は仲間づくり
を大切にしながら、リフォームの楽
しみを共有し、コミュニティを一層
結びつけていく考えです。

（女性委員長　高橋　豊子）
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　女性委員会主管のノルディックウォーク&ウ
ォーキングがスポーツ委員会の協力を得て、
12月4日㈪三ツ池公園で開催されました。
　今回も内回り1．5キロの一般コースと、外回
り2．2キロの健脚コースの二つの異なる経路
が用意され、高橋委員長の挨拶のあと参加者
は元気いっぱい思い思いのコースを出発しま
した。
　一般コースが人気で、三ツ池公園は、春は桜
の名所、秋には雑木林の木々が色づいて紅葉
の名所となり、上の池と中の池周辺のイチョウ
が色づき、花の広場やコリア庭園のカエデが
色づき晩秋の雑木林はなかなか風情があり参
加者たちに癒しと感動を提供しました。
　この大会の目的は、健康づくり、仲間づくり、
介護予防です。
　この催しが少しでも皆さまの健康寿命を延
ばす一助となれば幸いです。

（女性委員　山内　秀子）

ノルディック大会

あれ・これショー
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　令和5年度、かがやきクラブ鶴見「秋季三大スポーツ大会」が10月11日㈬から開催されました。ねんりんピック（2024年
度　第36回鳥取大会）１次予選を兼ねた大会は各競技共、初戦から白熱した戦いが繰り広げられました。ゲートボール、ペ
タンク、グラウンド・ゴルフ競技上位者（チーム）に「博報社」から副賞が贈られました。

健康づくり部会

優　勝 上末吉寿会　　（上末吉）

準優勝 上末吉要会　　（上末吉）

第３位
鳥樹会A　　　（市場第二）

朝日町クラブ　（潮田東部）

優　勝 下末吉Ｄ　　　（下末吉）

準優勝 潮見橋Ｃ　　　（潮見橋）

第３位 生麦第二Ｂ　（生麦第二）

ゲートボール大会 10月11日㈬　佃野公園運動広場

　大会はゲートボール連合共催
6チームが参加。決勝トーナメント
準決勝に勝ち上がったチームは
常勝「上末吉寿会」、春季大会優
勝「朝日町クラブ」、躍進目覚まし
い「鳥樹会A」、「上末吉要会」の
実力伯仲した4チーム。準決勝、決
勝戦は見ごたえのある好勝負で戦
略とテクニックで勝った上末吉寿
会が優勝を飾り、大会を盛り上げま

した。優勝「上末吉寿会」、準優勝
「上末吉要会」、２チームは市老
連大会出場権を得ました。
　尚、上末吉寿会は2022年の神
奈川大会に続き、ねんりんピックえ
ひめ大会２０２３ゲートボール交流
大会に出場。全国から１１７チーム
参加し上末吉寿会チームは予選リ
ーグ戦全勝通過。決勝トーナメント
戦で残念ながら初戦敗退でした。

優　勝 吹越優弘（上末吉）　54　③

準優勝 中村哲夫　（豊岡）　56　①

第３位 川嶋春子（上末吉）　61　①

第４位 古賀恭之（上末吉）　62　②

第５位 山本満州男（矢向）　62　①

打数  H/W

第
4
位

準
優
勝

優

勝

第
3
位

第
5
位
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ペタンク大会 10月19日㈭　佃野公園運動広場

グラウンド・ゴルフ大会 11月10日㈮　三ツ池公園多目的広場・野球場

　三大スポーツで唯一の個人競技で
す。愛好者も多く136名（不参加者8
名）の参加で開催されました。

グラウンド・ゴルフの魅力はホールイ
ンワンを達成した時で充実感、満足
感に浸る一瞬です。競技で大事なこ
とはスコアを正しく、間違いなく、記入
することです。スコアを過少申告した
場合は失格扱いとなります。
　大会はグラウンドの状態が多少凸
凹で競技者はスコアメイクに苦戦さ
れたようですが、芝の状態は良好で
ホールインワン総合計が43本達成。
成績結果はホールインワン3本、打
数54、上末吉地区の吹越優弘さん
が見事優勝を飾りました。5名の方は
市老連大会の出場権を得ました。

　大会は３２チーム参加し８ブロックよ
り１位チームが決勝トーナメントに進
出。春季ふれあい大会優勝、準優勝、
３位チームの小野町、諏訪坂A・B
チームは予選敗退し、波乱の大会と
なりました。

　ベスト８には佃野白寿会、上末吉と
きわ会、生麦第二A・B、生麦第一、
鳥樹会A、潮見橋C、下末吉Dの各チ
ームが準々決勝から決勝戦、３位決
定戦まで、いずれの試合も一投ごとに
形勢が二転三転し、レベルの高い試

合展開。
　優勝は近年、躍進目覚ましい下末
吉Dチームが栄冠を獲得。優勝、準
優勝チームは市老連大会の出場権
を得ました。

文／編集委員　平野　宣雄　　写真／編集委員　荒井　康夫
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　第11回かがやきクラブ鶴見カラオ
ケ大会が8月23日㈬、鶴見公会堂で開
催されました。鶴見区老連日向会長
の挨拶に続き、鶴見区役所 高齢・障
害支援課 髙橋課長より祝辞をいた
だいた後、ほぼ満席の観衆を前に29
名の出演者による、素晴らしいのどが
披露されました。
　例年の如く、甲乙つけがたい熱唱
が繰り広げられ順位を決めるのに苦

労されたと、矢嶋審査委員長の講評
がありました。優勝、準優勝、3位、特
別賞に賞状と記念品が贈られました。
　優勝は、潮見橋の對馬正一さんで、

「あじさい情話」を歌われ、久々の演
歌での快挙でした。準優勝は鶴見中
央の林チズさんで、「じょんから女節」
を歌われ、年齢を感じさせない声の
張りが見事でした。3位は市場第二の
小船三太郎さんで、「恋の酒」を歌わ
れ、高い声が苦も無く出されて驚かさ

れました。特別賞として市場の八鍬梅
雄さんが「南部蝉しぐれ」を歌われ、
受賞されました。優勝者は12月開催
の横浜市老連カラオケ大会に出場し
ました。審査の間に、前回の優勝者、
志田ヨシエさんが特別出演し「河内お
とこ節」を、明るく快活に歌ってくださ
いました。
　文化活動委員長の閉会の辞で締
めくくられ盛況のうちに幕を閉じまし
た。

文 / 編集委員　安藤　嘉昭
写真 / 編集委員　荒井　康夫
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　今回の映画上映会は過去のデータ上最高入場者数1，211名に
鑑賞していただきました。私たちの年代で一番気になるところの

「終活」に関心が高く、今後のことが心配になります。終活ってそ
もそも何をすればいいの？家族や友人に迷惑を掛けたくない。昭
和の時を背負ったまま、それを頭の隅に置いた生活をし、熟年離
婚や枯れ落ち葉などの流行り言葉に翻弄され、その経緯のまま目
標や生きがいをたてているそんな時代、スカッとしました。面白か
った‼
　熟年離婚寸前の夫婦が、葬儀社の営業マンから紹介された終
活フェアをきっかけにてんやわんやの大騒ぎ。「熟年の青春＝熟
春」を明るく迎えるために人生整理に動き出す。家族の騒動をコ
ミカルに描いた【フン・フン】【そうだ・そうだ】【どうなるの】が銀
幕？の中で繰り広げられる、後味の良い映画だったと思います。
　終活は人それぞれで良いのです。今のままでも良いのです。人
が亡くなるというのは、生きている時に積み上げて来たものを一
度に手放すということ。終活とは一度の人生を振り返ってみて、新
たな人生に向かっての手段でもある。人生百年時代と言われてい
る今、残された長い年月を如何に楽しく暮らすかが、重要になりま
す。外に出て色々な外気に触れて新鮮な気分になって想い出づく
りをしましょう。ファイト‼熟春 　　　（女性委員　流石　悦子）
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　今回号（第45号）の機関誌「悠悠」の編
集準備を始める7月に入るころ、出版社よ
り基本的な編集方針の変更申し入れがあ
り、原稿は期日指定で一括受け渡しにな

りました。
　この方針変更に伴い、開催時期の迫った区老連内の
各事業・研修会・イベント等の原稿準備、及び校正作
業を急ピッチで進めるため、編集委員全員が多忙を強い
られることになりました。
　同時に、横浜市老連60周年記念誌発行に伴う鶴見区
老連関係の原稿作成も重なり、事務局の協力を受けな
がら相当な緊張感と頑張りを味わう貴重な体験をしま
した。
　機関誌編集委員の頑張りをご理解のうえご覧いただ
ければ幸いです。　　　（編集副委員長　荒井　康夫）

編集
後記

これ から の 催し

1月 10日㈬ 機関誌「悠悠」第45号発行

2月

13日㈫
第22回映画上映会「未定」　

（鶴見公会堂）

27日㈫ 第48回囲碁大会

28日㈬ 第48回将棋大会

3月 17日㈰ 第15回シルバーフェスタ

4月 3日㈬ 令和5年度補助金申請締切日

5月

中旬 ふれあいゲートボール大会

下旬 ふれあいペタンク大会

下旬
令和6年度シニア大学
一般講座開講

6月

上旬 日帰りバス研修会

上旬 ふれあいグラウンド・ゴルフ大会

上旬 令和6年度鶴見区老連総会

田中　正昭　（編集委員長）

桑島　昭雄　（顧問）

荒井　康夫　（編集副委員長）

石田　英雄　（編集副委員長）

平野　宣雄　（編集副委員長）

安藤　嘉昭　（編集常任委員）

鈴木　利彦　（編集常任委員）

斎藤　美枝　（編集委員）

流石　悦子　（編集委員）

●旅行記、趣味のお話、随筆、俳句、短歌、川柳等。
●文章は６００～８００字程度　記事に相応しい写

真もいただけたら一緒にお送りください。
●投稿作品をパソコンで作成された方はそのパソコ

ンデータもお送りください。 
●いただいた作品の加筆、削除、誤字訂正などの添削

は編集委員にご一任願います。

●次回(令和6年7月１0日発行)の原稿は4月30日㈫
締め切りとさせていただきます。

●投稿原稿の受け取りにはミスのないよう注意してい
ますが、なるべく所属会長経由でお届けいただける
と助かります。

鶴見区老人クラブ連合会事務局
kurouren@iaa.itkeeper.ne.jp

投
稿
募
集
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北 向き庚 申 塔
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このたびは、広報誌に広告のご協賛をいただき、誠にありがとうございます。本誌は誌面を通じて会員の交
流・情報交換はもとより、地域の皆様に老人クラブの活動をご理解いただき、一層の交流の輪を広げるため発行するものでございます。
以上の趣旨をご理解いただき、引き続き広告掲載のご協力を賜りますようお願い申し上げます。 【鶴見区老人クラブ連合会】

ご協賛いただいた皆様への御礼

私たちは鶴見区老人クラブ連合会の活動を応援しています


